
令和５年度当初予算・条例等の審査概要 ≪総務文教常任委員会≫

透析外来患者等の治療体制を拡充！

～市立総合病院の病床数を変更～

入
院
、
外
来
そ
れ
ぞ
れ
の
未
収
金
額
は
。

未
収
金
回
収
の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
人
工
透
析
、
が
ん

化
学
療
法
の
ベ
ッ
ド
が
増
え
収
益
が
上

が
る
が
、
一
般
病
床
は
減
る
こ
と
に
な

る
。
全
体
の
病
床
数
が
減
る
こ
と
に
な

る
が
収
益
は
ど
う
な
る
の
か
。

今
回
人
工
透
析
、
が
ん
化
学
療
法
で
増

や
す
面
積
と
、
病
床
数
を
48
床
減
ら
す

面
積
と
で
は
整
合
性
が
と
れ
る
の
か
。

現
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
市
民
以
外
の
利
用
が
無
か
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
条
例
改
正
に
あ
た
り
、
市

外
加
算
を
１
０
０
％
と
し
た
理
由
は
何

か
。

市
外
の
方
の
料
金
改
定
だ
け
で
は
な
く
、

18
歳
以
下
の
市
民
や
高
齢
の
方
が
使
う

場
合
の
減
免
等
は
考
え
て
い
な
い
か
。

利
用
登
録
団
体
を
市
内
・
市
外
と
す
る

基
準
は
何
か
。

１
月
末
時
点
の
医
業
未
収
金
が
約
18

億

円
。
う
ち
入
院
が
約
11

億
４
千
万
円
、

外
来
が
約
６
億
４
千
万
円
で
あ
る
。

嘱
託
員
２
人
で
自
宅
訪
問
や
電
話
で
の

催
促
を
行
っ
て
い
る
。
回
収
で
き
な
い

場
合
は
、
弁
護
士
事
務
所
に
移
管
し
て

回
収
を
行
っ
て
お
り
、
過
年
度
未
収
金

は
徐
々
に
削
減
が
で
き
て
い
る
。

今
回
病
床
を
減
ら
す
の
は
、
一
般
病
棟

37

床
と
、
高
機
能
病
棟
11

床
の
合
計
48

床
で
あ
る
。
一
般
病
棟
の
う
ち
病
床
減

と
な
る
の
は
コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
一
番
多
い
時
で
も
10

床
程

高
機
能
病
棟
は
現
在
使
用
し
て
い
な
い

病
床
で
あ
る
。

一
般
病
棟
の
減
少
箇
所
は
一
部
を
人
工

透
析
、
一
部
を
が
ん
化
学
療
法
で
使
用

す
る
が
、
様
々
な
制
約
が
あ
り
す
べ
て

を
変
換
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

他
の
施
設
と
の
関
連
も
あ
り
設
定
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
回
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
ア
ト
レ
庁
舎
２
階
に
移
転
す

る
に
あ
た
り
、
施
設
の
面
積
が
広
く
な

る
こ
と
か
ら
、
市
外
の
方
々
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
民
館
、
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
必
要

に
応
じ
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い
。

団
体
構
成
員
の
中
で
市
外
の
方
が
過
半

数
を
越
え
た
場
合
は
、
市
外
団
体
と
し

て
い
る
。

ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

ＡＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

焼
津
市
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

条
例
の
制
定

焼
津
市
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

「
焼
津
市
公
立
学
校
施
設
使

用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
ほ
か
６
議
案

移転後のふれあいギャラリーで開催された

水彩画作品展の様子

焼
津
市
病
院
事
業
会
計

度
の
使
用
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
高
機
能
病
棟
は
現
在
使
用
し
て

い
な
い
た
め
、
減
ら
す
こ
と
の
影
響
は

な
い
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
高

校
生
以
下
の
方
は
既
に
50

％
の
減
免
と

し
て
い
る
。
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介護予防の取り組みを更に推進

～介護予防教室の充実化などに注力へ～

令和５年度の特別会計、条例等の審査概要 ≪市民福祉常任委員会≫ 

焼
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

焼
津
市
奨
学
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定

介
護
認
定
審
査
会
費
の
う
ち
、
認
定
調

査
員
の
人
数
と
１
日
の
平
均
調
査
件
数
、

ま
た
認
定
ま
で
の
所
要
期
間
は
。

市
内
通
園
バ
ス
を
使
用
し
て
い
る
保
育

所
等
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

新
年
度
予
算
で
は
一
般
介
護
予
防
費
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
力
し
て

い
く
ポ
イ
ン
ト
は
。

送
迎
バ
ス
等
の
見
落
と
し
防
止
装
置
設

置
に
つ
い
て
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
る
理
由
は
。

潜
在
的
な
生
活
困
窮
者
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
奨
学
金
の

需
要
調
査
な
ど
は
し
て
い
る
か
。

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
根
拠
は
。

本
奨
学
金
の
対
象
者
と
累
計
人
数
は
。

調
査
員
は
13

人
で
、
１
日
の
調
査
は
３

件
程
度
、
申
請
か
ら
認
定
ま
で
は
34

日

程
度
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。
国
の
目

標
は
30

日
で
あ
る
た
め
、
そ
の
日
数
に

近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

条
例
に
該
当
す
る
保
育
事
業
所
で
の
使

用
は
な
く
、
民
間
の
幼
稚
園
11

園
は
通

園
バ
ス
を
使
用
し
て
い
る
。
（
幼
稚
園

は
本
条
例
の
対
象
で
は
な
く
、
県
が
指

導
。

社
会
保
障
審
議
会
（
厚
生
労
働
省
）
の

医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
、
「
出
産
育

児
一
時
金
の
額
は
令
和
４
年
度
の
全
施

元
気
な
う
ち
か
ら
の
介
護
予
防
を
充
実

す
る
た
め
、
介
護
予
防
教
室
を
増
や
す

こ
と
や
、
焼
津
こ
ろ
ば
ん
体
操
の
普
及

啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

国
は
、
気
温
が
高
く
な
る
６
月
ま
で
を

目
途
に
装
置
の
設
置
を
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
が
、
装
置
の
製
造
業
者
数
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

県
や
国
の
金
融
公
庫
に
よ
る
教
育
ロ
ー

ン
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資

金
を
始
め
、
民
間
で
の
制
度
な
ど
も
あ

り
、
奨
学
金
制
度
は
充
実
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
は

私
立
高
校
の
授
業
料
が
実
質
無
償
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生
の
利

用
者
は
現
在
１
名
で
、
各
中
学
校
へ
の

調
査
で
も
利
用
希
望
は
な
か
っ
た
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

対
象
者
は
高
校
生
で
、
累
計
６
７
９
人

が
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

焼
津
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計焼津ころばん体操の様子

焼
津
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

設
の
出
産
費
用
の
平
均
額
の
推
計
等
を

勘
案
し
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
一

律
で
50

万
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
保
険
法
施

行
令
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
本
市
も
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
を
50

万
円
と
す
る
も
の
。

15やいづ　議会だより



令和５年度の特別会計・企業会計、条例等の審査概要 ≪建設経済常任委員会≫ 

下水道使用料を令和５年７月から引き上げ

～経営状況・事業運営の改善に向けた改定へ～

令
和
５
年
度
の
漏
水
調
査
箇
所
は
。

使
用
料
単
価
は
１
㎥
あ
た
り
１
５
０
円

を
目
標
と
し
て
段
階
的
に
改
定
を
し
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の
料
金
改

定
が
一
段
回
目
と
い
う
こ
と
か
。

焼
津
温
泉
を
使
用
し
て
い
る
施
設
の
件

数
と
使
用
量
は
。

温
泉
の
さ
ら
な
る
利
活
用
の
方
針
は
。

大
井
川
港
活
の
物
流
拡
大
に
向
け
た

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
実
施
内
容
は
何
か
。

歳
入
を
約
80
万
円
増
額
し
た
理
由
は
。

港
湾
利
用
料
の
動
向
は
。

例
年
、
事
業
費
の
約
８
割
が
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

事
業
収
入
の
増
加
は
考
え
て
い
る
か
。

市
内
を
３
地
区
に
分
け
、
３
年
間
で
全

区
域
を
調
査
す
る
。
令
和
５
年
度
は
、

中
部
地
域
を
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

焼
津
市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に

お
い
て
は
、
10

年
で
２
回
の
改
定
を
目

指
し
て
お
り
、
今
回
が
１
回
目
の
改
定

で
あ
る
。
２
回
目
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
て
、
５
年
後
に

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

施
設
数
は
現
在
10

件
で
、
源
泉
か
ら
は

日
量
約
７
０
０
ｔ
が
湧
出
し
て
お
り
、

う
ち
約
２
５
０
ｔ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

湧
出
量
は
経
年
に
よ
っ
て
減
少
が
予
想

さ
れ
る
が
、
予
想
を
差
し
引
い
て
も
湧

出
量
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
新
規
事
業

者
の
開
拓
や
、
整
備
を
進
め
る
温
泉
ス

タ
ン
ド
の
利
用
促
進
等
を
図
っ
て
い
く
。

大
井
川
港
の
貨
物
量
増
加
に
向
け
て
、

企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
訪
問
を
行
っ

て
お
り
、
既
存
企
業
に
は
貨
物
の
現
状

や
今
後
の
動
向
等
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
企
業
に
つ
い
て
も
物
流
内

容
や
今
後
の
動
向
、
船
舶
の
利
用
可
否

等
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
７
月
よ
り
、
駅
北
駐
車
場
に

上
限
料
金
を
設
定
し
て
以
降
、
利
用
者

が
増
加
し
て
い
る
た
め
。

石
油
関
係
の
既
存
企
業
か
ら
の
も
の
が

主
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
や
世
界
情
勢
の

影
響
も
あ
り
、
若
干
の
減
少
傾
向
に
あ

る
。
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
取
り
組
み
の

中
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く

な
ど
し
、
港
湾
利
用
料
の
増
加
を
目
指

し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
貨
物
も
誘
致
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

令
和
３
年
度
に
使
用
料
金
の
改
定
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
事
業
者
か
ら
の

使
用
量
収
入
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ ＡＡ

Ａ

焼
津
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

今回の使用料単価改定額

（月額・税抜き表示）

ＪＲ焼津駅前の足湯施設

焼
津
市
水
道
事
業
会
計

焼
津
市
温
泉
事
業
特
別
会
計

焼
津
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

焼
津
市
港
湾
事
業
特
別
会
計

16 やいづ　議会だより



全国カツオまつりサミット開催！

日本一のカツオのまちをＰＲ

令和４年度補正・令和５年度当初予算の審査概要≪予算決算審査特別委員会≫

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登

録
し
た
市
民
へ
買
物
支
援
を
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。

前
年
度
よ
り
増
額
し
た
理
由
と
効
果
は
。

事
業
の
内
訳
・
詳
細
は
。

中
古
住
宅
流
通
促
進
奨
励
金
の
申
請
件

数
が
増
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、
内
訳
は
。

移
転
・
設
置
さ
れ
る
建
物
の
内
容
や
レ

イ
ア
ウ
ト
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

電
気
自
動
車
の
外
部
供
給
電
源
に
つ
い

て
の
詳
細
は
。

参
加
す
る
店
舗
等
に
対
す
る
交
付
金
と

し
て
１
億
円
を
計
上
し
、
千
円
以
上
の

買
い
物
で
５
百
円
、
２
千
円
以
上
で
千

円
の
電
子
ク
ー
ポ
ン
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
タ
ー
の
委
託
事
業
と
、

市
公
式
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る

増
額
で
あ
る
。

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
タ
ー
は
行
政
だ
け
で

な
く
、
市
民
と
一
緒
に
市
の
魅
力
を
発

信
し
、
関
係
人
口
の
増
加
や
、
市
民
に

よ
る
地
域
の
自
慢
と
い
う
よ
う
な
効
果

を
考
え
て
い
る
。

市
公
式
Ｈ
Ｐ
は
当
初
の
構
築
か
ら
10

年

が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
、
よ
り
情
報
が
届
き
や
す
く
、
使

い
や
す
く
な
る
よ
う
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
考
え
て
い
る
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
を
大
井
川
庁
舎
１

階
に
移
転
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
、

元
の
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
改

修
し
、
大
井
川
商
工
業
研
修
セ
ン
タ
ー

が
移
転
す
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
以

降
は
、
商
工
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
建
物

に
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
に
し
ず
お
か
焼
津
信
用
金

庫
か
ら
電
気
自
動
車
の
寄
贈
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
車
両
の
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら

外
部
に
電
気
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
災
害
時
の
避
難
所
等
で
の

利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
で
30

万
円

を
交
付
し
て
お
り
、
想
定
の
25

世
帯
分

に
対
し
て
申
請
が
超
過
し
て
お
り
、
10

世
帯
分
を
増
額
す
る
。
ま
た
、
市
内
転

入
の
場
合
は
20

万
円
を
交
付
し
て
お
り
、

想
定
10

世
帯
に
対
し
て
９
世
帯
の
申
請

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ほ
か
に
相
談
を
し
て
い
る
段
階
の
世
帯

も
あ
る
た
め
、
１
世
帯
分
を
増
額
し
て

い
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
現
在

協
議
中
で
あ
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

生
活
応
援
事
業
費

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

大
井
川
庁
舎
改
修
事
業

災
害
対
策
費

空
き
家
利
活
用
対
策
事
業

まちかどリポーターの記事

（WEBサイト「やいづライフ」より）

令
和
４
年
度　

補
正
予
算

令
和
５
年
度　

当
初
予
算
（
総
務
文
教
分
科
会　

所
管
分
）
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道
路
の
破
損
状
況
を
収
集
す
る
方
法
は
。

市
民
や
自
治
会
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
職
員
か

ら
の
通
報
や
、
道
路
課
職
員
に
よ
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見

に
努
め
て
い
る
。

ＱＡ

道
路
維
持
費

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

人
・
農
地
将
来
プ
ラ
ン
推
進
事
業

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

ターントクルこども館

市公式LINEから通報できる

令
和
５
年
度　

当
初
予
算
（
建
設
経
済
分
科
会　

所
管
分
）

令
和
５
年
度　

当
初
予
算
（
市
民
福
祉
分
科
会　

所
管
分
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
計
画
策
定
事
業

子
育
て
支
援
施
設
地
域
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業

高
齢
者
い
き
い
き
お
出
掛

け
支
援
事
業

全
国
カ
ツ
オ
ま
つ
り
サ

ミ
ッ
ト
開
催
事
業

新
規
事
業
で
あ
る
が
、
詳
細
は
。

前
年
度
比
74

・
２
％
の
増
額
理
由
は
。

本
推
進
事
業
の
内
容
は
。

入
場
料
の
割
引
率
は
一
律
な
の
か
。

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
目
標
の
作
成
や
地
域
特
性
の
分

析
な
ど
を
行
い
、
地
域
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
計
画
的
に
削
減
し
て

い
く
た
め
の
計
画
策
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
「
や
い
づ
未

来
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
の
継
続
実
施

に
加
え
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実

施
す
る
た
め
。

地
域
の
目
指
す
べ
き
農
業
の
将
来
像
を

描
き
、
担
い
手
の
明
確
化
と
と
も
に
農

地
の
集
約
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の
地

域
計
画
を
令
和
６
年
度
ま
で
に
策
定
し

て
い
く
。
令
和
５
年
度
は
、
焼
津
・
小

川
・
豊
田
地
区
、
和
田
地
区
、
吉
永
地

区
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

各
施
設
で
利
用
料
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

一
律
で
は
な
く
施
設
と
調
整
の
上
、
割

引
の
額
を
決
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津
、
ア
ク

ア
ス
や
い
づ
等
を
考
え
て
お
り
、
そ
の

他
調
整
中
の
施
設
も
あ
る
。

詳
細
は
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検

討
し
て
い
く
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
交

流
事
業
・
マ
ル
シ
ェ
や
カ
ツ
オ
ま
つ
り
・

水
産
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
併
せ
て
実
施
す

る
方
向
が
基
本
と
思
わ
れ
る
。

全
国
１
位
の
「
カ
ツ
オ
の
ま
ち
」
を
う

ま
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
実
行
委
員
会
で

議
論
し
た
い
。

申
請
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
補
助

金
は
終
了
と
な
り
、
そ
の
年
度
中
の
追

加
補
正
は
で
き
な
い
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
設
置
替
え
を
す

る
場
合
の
予
算
は
、
令
和
４
年
度
の
想

定
１
７
０
基
に
対
し
、
令
和
５
年
度
は

２
１
０
基
と
し
て
増
額
し
て
い
る
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

地
域
と
連
携
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

公
共
施
設
や
温
泉
施
設
の
利
用
料
補
助

と
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
施
設
は
。

前
回
は
気
仙
沼
市
で
開
催
さ
れ
、
今
回

で
４
回
目
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
開
催
す
る
の
か
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

が
、
先
着
順
で
終
了
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
予
算
の
追
加
補
正
は
で
き
る
の
か
。

今
後
詳
細
を
決
定
し
て
い
く
。
例
と
し

て
、
令
和
４
年
度
で
は
、
タ
ー
ン
ト
ク

ル
こ
ど
も
館
に
来
館
す
る
き
っ
か
け
作

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

り
と
し
て
、
和
田
公
民
館
で
木
製
お
も

ち
ゃ
に
触
れ
合
い
、
遊
ぶ
「
木
育
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
を
開
催
し
て
い
る
。

18 やいづ　議会だより


